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(57)【要約】
【課題】正常に撮影画像が保存されたことをユーザが直
感的に理解でき、特別なカメラ操作を行うことなく次回
の撮影も可能な撮像装置を提供する。
【解決手段】通常はライブビュー画像とともに、過去に
撮影された画像の縮小画像を表示する（図１０（Ａ））
。ここで、静止画の撮影が行われると、撮影画像（ポス
ビュー画像）を表示し（図１０（Ｂ））、その後、正常
に画像が撮影され、その撮影画像が保存されたことをユ
ーザが直感的に理解できるアニメーション動画を表示す
る（図１０（Ｃ））。このアニメーション動画は、今回
の撮影画像を背景画像に使用し、予め設定された過去の
縮小画像に続けて、今回の撮影画像を徐々に縮小及び移
動させながら追加するアニメーション動画である。
【選択図】　図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ライブビュー画像を表示するための動画撮影を行うとともに、シャッターボタンによる
撮影指示を入力すると、静止画の本撮影を行う撮像手段と、
　前記撮像手段によって本撮影された今回の撮影画像を記録媒体に記録する記録手段と、
　前記記録媒体から過去に撮影された所定枚数の画像を抽出する画像抽出手段と、
　前記本撮影された今回の撮影画像と、前記抽出された所定枚数の画像の縮小画像とを使
用して、最後に撮影された画像の縮小画像に続いて今回の撮影画像の縮小画像が追加され
る様子をアニメーションで表示するためのアニメーション動画を作成する動画作成手段と
、
　静止画又は動画を表示する表示手段と、
　前記表示手段に前記撮影手段によって動画撮影されたライブビュー画像を表示させると
ともに、本撮影が実施される毎に前記動画作成手段によって作成されたアニメーション動
画を表示させる表示制御手段と、を備え、
　前記動画作成手段は、
　前記本撮影された今回の撮影画像を前記アニメーション動画の背景画像として使用し、
前記表示手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域のうちの１コマ目からＮ－
１コマ目の表示領域に過去に撮影された画像の縮小画像を表示させ、今回の撮影画像を徐
々に縮小及び移動させて前記Ｎコマ目の表示領域に嵌め込むアニメーション動画を作成す
ることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　ライブビュー画像を表示するための動画撮影を行うとともに、シャッターボタンによる
撮影指示を入力すると、静止画の本撮影を行う撮像手段と、
　前記撮像手段によって本撮影された今回の撮影画像を記録媒体に記録する記録手段と、
　前記記録媒体から過去に撮影された所定枚数の画像を抽出する画像抽出手段と、
　前記本撮影された今回の撮影画像と、前記抽出された所定枚数の画像の縮小画像と、前
記ライブビュー画像とを使用して、最後に撮影された画像の縮小画像に続いて今回の撮影
画像の縮小画像が追加される様子をアニメーションで表示するためのアニメーション動画
を作成する動画作成手段と、
　静止画又は動画を表示する表示手段と、
　前記表示手段に前記撮影手段によって動画撮影されたライブビュー画像を表示させると
ともに、本撮影が実施される毎に前記動画作成手段によって作成されたアニメーション動
画を表示させる表示制御手段と、を備え、
　前記動画作成手段は、
　前記ライブビュー画像を前記アニメーション動画の背景画像として使用し、前記表示手
段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域のうちの１コマ目からＮ－１コマ目の
表示領域に過去に撮影された画像の縮小画像を表示させ、今回の撮影画像を徐々に縮小及
び移動させて前記Ｎコマ目の表示領域に嵌め込むアニメーション動画を作成することを特
徴とする撮像装置。
【請求項３】
　前記画像抽出手段は、前記記録媒体に記録された過去の画像を複数のグループに分類す
る分類手段を含み、前記記録媒体に記録された画像のうちの今回の撮影時に設定されたグ
ループと同一グループに属する画像の中から最新の所定枚数の画像を抽出することを特徴
とする請求項１又は２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、前記ライブビュー画像の表示とアニメーション動画の表示との間
に、今回の撮影画像を一定時間表示させることを特徴とする請求項１から３のいずれかに
記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記画像抽出手段は、前記記録媒体から過去に撮影されたＮコマ分の画像を抽出し、
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　前記動画作成手段は、前記表示手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域に
前記抽出されたＮコマ分の画像の縮小画像を表示させ、その後、Ｎコマ目の表示領域を空
けるための１コマ分だけ縮小画像を移動させるアニメーション動画を作成することを特徴
とする請求項１から４のいずれかに記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記画像抽出手段は、前記記録媒体から過去に撮影されたＮコマ分の画像を抽出するこ
とができない場合にはＮコマ未満の画像を抽出し、
　前記動画作成手段は、前記表示手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域に
前記抽出されたＮコマ未満の画像の縮小画像を表示させるとともに、前記表示された縮小
画像のうちの最後の縮小画像が表示された表示領域の次の表示領域に、今回の撮影画像を
徐々に縮小及び移動させながら嵌め込むアニメーション動画を作成することを特徴とする
請求項１から５のいずれかに記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記表示制御手段は、前記表示手段にライブビュー画像を表示させるとともに、前記画
像抽出手段によって抽出された所定枚数の画像の縮小画像を、前記表示手段の予め設定さ
れたＮコマ分の縮小画像の表示領域に表示させることを特徴とする請求項１から６のいず
れかに記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記表示手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域は、前記ライブビュー画
像が表示される表示領域の一部と重複し、前記Ｎコマ分の縮小画像は、前記ライブビュー
画像上に重畳表示されることを特徴とする請求項１から７のいずれかに記載の撮像装置。
【請求項９】
　動画撮影を行うとともに、撮影された動画をライブビュー画像として表示手段に表示す
る工程と、
　前記ライブビュー画像の表示中にシャッターボタンによる撮影指示を入力すると、静止
画の本撮影を行う工程と、
　前記本撮影された今回の撮影画像を記録媒体に記録する工程と、
　前記記録媒体から過去に撮影された所定枚数の画像を抽出する工程と、
　前記本撮影された今回の撮影画像と、前記抽出された所定枚数の画像の縮小画像とを使
用して、最後に撮影された画像の縮小画像に続いて今回の撮影画像の縮小画像が追加され
る様子をアニメーションで表示するためのアニメーション動画を作成する工程と、
　本撮影が実施される毎に前記表示手段に表示されているライブビュー画像に代えて前記
作成されたアニメーション動画を表示する工程と、を含み、
　前記動画を作成する工程は、
　前記本撮影された今回の撮影画像を前記アニメーション動画の背景画像として使用し、
前記表示手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域のうちの１コマ目からＮ－
１コマ目の表示領域に過去に撮影された画像の縮小画像を表示させ、今回の撮影画像を徐
々に縮小及び移動させて前記Ｎコマ目の表示領域に嵌め込むアニメーション動画を作成す
ることを特徴とする撮影画像表示制御方法。
【請求項１０】
　動画撮影を行うとともに、撮影された動画をライブビュー画像として表示手段に表示す
る工程と、
　前記ライブビュー画像の表示中にシャッターボタンによる撮影指示を入力すると、静止
画の本撮影を行う工程と、
　前記本撮影された今回の撮影画像を記録媒体に記録する工程と、
　前記記録媒体から過去に撮影された所定枚数の画像を抽出する工程と、
　前記本撮影された今回の撮影画像と、前記抽出された所定枚数の画像の縮小画像と、前
記ライブビュー画像とを使用して、最後に撮影された画像の縮小画像に続いて今回の撮影
画像の縮小画像が追加される様子をアニメーションで表示するためのアニメーション動画
を作成する工程と、
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　本撮影が実施される毎に前記表示手段に表示されているライブビュー画像に代えて前記
作成されたアニメーション動画を表示する工程と、を含み、
　前記動画を作成する工程は、
　前記ライブビュー画像を前記アニメーション動画の背景画像として使用し、前記表示手
段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域のうちの１コマ目からＮ－１コマ目の
表示領域に過去に撮影された画像の縮小画像を表示させ、今回の撮影画像を徐々に縮小及
び移動させながらＮコマ目の表示領域に嵌め込むアニメーション動画を作成することを特
徴とする撮影画像表示制御方法。
【請求項１１】
　前記画像を抽出する工程は、前記記録媒体に記録された過去の画像を複数のグループに
分類する工程を含み、前記記録媒体に記録された画像のうちの今回の撮影時に設定された
グループと同一グループに属する画像の中から最新の所定枚数の画像を抽出することを特
徴とする請求項９又は１０に記載の撮影画像表示制御方法。
【請求項１２】
　前記ライブビュー画像の表示とアニメーション動画の表示との間に、今回の撮影画像を
一定時間表示させる工程を含むことを特徴とする請求項９から１１のいずれかに記載の撮
影画像表示制御方法。
【請求項１３】
　前記画像を抽出する工程は、前記記録媒体から過去に撮影されたＮコマ分の画像を抽出
し、
　前記動画を作成する工程は、前記表示手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示
領域に前記抽出されたＮコマ分の画像の縮小画像を表示させ、その後、Ｎコマ目の表示領
域を空けるための１コマ分だけ縮小画像を移動させるアニメーション動画を作成すること
を特徴とする請求項９から１２のいずれかに記載の撮影画像表示制御方法。
【請求項１４】
　前記画像を抽出する工程は、前記記録媒体から過去に撮影されたＮコマ分の画像を抽出
することができない場合にはＮコマ未満の画像を抽出し、
　前記動画を作成する工程は、前記表示手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示
領域に前記抽出されたＮコマ未満の画像の縮小画像を表示させるとともに、前記表示され
た縮小画像のうちの最後の縮小画像が表示された表示領域の次の表示領域に、今回の撮影
画像を徐々に縮小及び移動させながら嵌め込むアニメーション動画を作成することを特徴
とする請求項９から１３のいずれかに記載の撮影画像表示制御方法。
【請求項１５】
　前記表示手段にライブビュー画像を表示させるとともに、前記抽出された所定枚数の画
像の縮小画像を、前記表示手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域に表示さ
せることを特徴とする請求項９から１４のいずれかに記載の撮影画像表示制御方法。
【請求項１６】
　前記表示手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域は、前記ライブビュー画
像が表示される表示領域の一部と重複し、前記Ｎコマ分の縮小画像は、前記ライブビュー
画像上に重畳表示されることを特徴とする請求項９から１５のいずれかに記載の撮影画像
表示制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は撮像装置及び撮影画像表示制御方法に係り、特に確実に撮影され、その撮影さ
れた画像が保存されたことをユーザに伝える技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、デジタルカメラにおいては、その背面に液晶モニタを備え、撮影レンズを通して
入射する被写体像を逐次電気信号に変換して液晶モニタに写し出す、ライブビュー画像を



(5) JP 2009-225280 A 2009.10.1

10

20

30

40

50

表示するものが一般的である。ユーザは、液晶モニタに写し出されるライブビュー画像を
見ながら被写体を確認し、撮影を行うことが可能である。
【０００３】
　ところで、このようなカメラで撮影を行う場合、液晶モニタにはライブビュー画像が表
示され、このライブビュー画像の表示中に行われたシャッタレリーズ操作に応じて画像デ
ータの保存が行われる。このとき液晶モニタには、レリーズ操作時に撮影された静止画が
撮影直後の一定期間（例えば１．５秒、または３秒）表示され、この静止画像表示（以下
、「ポスビュー画像」という）により撮影された静止画の確認を可能にし、その後ポスビ
ュー画像から再びライブビュー画像に切り替えられる。
【０００４】
　しかしながら、デジタルカメラの初心者や不慣れなユーザにとっては、このポスビュー
画像が何を意味しているのか理解しにくいことがあった。
【０００５】
　また、例えば風景などのような静止しているものを撮影した場合には、ライブビュー画
像からポスビュー画像に切り替わっても区別がつきにくく、正常に撮影が行われたのかど
うかユーザが認識しにくいという問題があった。
【０００６】
　このような場合には、カメラを操作して撮影済みの画像を再生可能な再生モードにし、
撮影した画像が再生されることを確認することにより、正常に撮影が行われたことを認識
できることになる。
【０００７】
　特許文献１に記載の発明は、カメラに回転自在なダイアルを設け、カメラの背面の液晶
表示画面上に複数駒分のフイルム枠を表示し、このフイルム枠内のサムネイル画像枠内に
メモリカードに記録されている本画像データに対応するサムネイル画像を表示し、ダイア
ルを回転させることによりフイルム枠、又は指示枠を移動させ、所望のサムネイル画像枠
を指示枠で囲むようにしている。そして、指示枠がサムネイル画像を囲んでいるときには
、そのサムネイル画像に対応する本画像を表示し、指示枠が空き領域を囲んでいるときに
は本画像データを記録でき、ここで撮影が実施されると、撮影された画像のサムネイル画
像を指示枠で示された空き領域に嵌め込むようにしている。
【０００８】
　即ち、特許文献１に記載の発明は、ダイアルの回転に応じたフイルム枠又は指示枠の移
動により記録、再生、及び再生すべき駒の指定ができるようにしている。
【特許文献１】特開２００２－１６５１１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、特許文献１に記載の発明は、フレーム枠又は指示枠を移動させるダイア
ルが、再生モードと撮影モードとを切り替える機能をもつことになり、また、指示枠が空
き領域を囲んでいる（撮影モードに切り替わっている）ときに、シャッターボタンが操作
されて撮影が実施されると、撮影画像のサムネイル画像が指示枠で示された空き領域に嵌
め込まれ、その結果、ユーザは撮影が実施され、画像が保存されたことを確認することが
できるが、この場合、指示枠が撮影画像のサムネイル画像枠を囲むこととなり、自動的に
再生モードに切り替えることになる。
【００１０】
　即ち、引用文献１に記載の発明は、撮影モードでの撮影後に自動的に再生モードに切り
替えるため、撮影直後のポスビュー画像を確認することができるが、再度、指示枠が空き
領域を囲むように、ダイアル操作によってフレーム枠又は指示枠を移動させなければ（撮
影モードに切り替えなければ）、次の撮影を行うことができないという問題がある。
【００１１】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、撮影画像の確認ができるとともに、
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確実に撮影が完了し、正常に撮影画像が保存されたことをユーザが直感的に理解でき、ユ
ーザに安心感を与え、更に特別なカメラ操作を行うことなく次回の撮影も可能な撮像装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記目的を達成するために請求項１に係る撮像装置は、ライブビュー画像を表示するた
めの動画撮影を行うとともに、シャッターボタンによる撮影指示を入力すると、静止画の
本撮影を行う撮像手段と、前記撮像手段によって本撮影された今回の撮影画像を記録媒体
に記録する記録手段と、前記記録媒体から過去に撮影された所定枚数の画像を抽出する画
像抽出手段と、前記本撮影された今回の撮影画像と、前記抽出された所定枚数の画像の縮
小画像とを使用して、最後に撮影された画像の縮小画像に続いて今回の撮影画像の縮小画
像が追加される様子をアニメーションで表示するためのアニメーション動画を作成する動
画作成手段と、静止画又は動画を表示する表示手段と、前記表示手段に前記撮影手段によ
って動画撮影されたライブビュー画像を表示させるとともに、本撮影が実施される毎に前
記動画作成手段によって作成されたアニメーション動画を表示させる表示制御手段と、を
備え、前記動画作成手段は、前記本撮影された今回の撮影画像を前記アニメーション動画
の背景画像として使用し、前記表示手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域
のうちの１コマ目からＮ－１コマ目の表示領域に過去に撮影された画像の縮小画像を表示
させ、今回の撮影画像を徐々に縮小及び移動させて前記Ｎコマ目の表示領域に嵌め込むア
ニメーション動画を作成することを特徴としている。
【００１３】
　請求項１に係る撮像装置は、通常はライブビュー画像を表示しているが、本撮影が実施
される毎に、正常に画像が撮影され、その撮影画像が保存されたことをユーザが直感的に
理解できるアニメーション動画を表示するようにしている。このアニメーション動画は、
今回の撮影画像を背景画像に使用し、予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域のう
ちの１コマ目からＮ－１コマ目の表示領域に過去に撮影された画像の縮小画像を表示させ
、今回の撮影画像を徐々に縮小及び移動させながらＮコマ目の表示領域に嵌め込むアニメ
ーション動画である。これにより、ユーザは撮影された画像が保存されたことを直感的に
理解することができるとともに、特別なカメラ操作を行うことなく次回の撮影も可能な状
態になる。
【００１４】
　尚、前記アニメーション動画の長さは、従来の撮影画像の表示時間と同様の数秒間（例
えば、１．５秒、３秒）であり、次回の撮影には影響しない長さである。
【００１５】
　請求項２に係る撮像装置は、ライブビュー画像を表示するための動画撮影を行うととも
に、シャッターボタンによる撮影指示を入力すると、静止画の本撮影を行う撮像手段と、
前記撮像手段によって本撮影された今回の撮影画像を記録媒体に記録する記録手段と、前
記記録媒体から過去に撮影された所定枚数の画像を抽出する画像抽出手段と、前記本撮影
された今回の撮影画像と、前記抽出された所定枚数の画像の縮小画像と、前記ライブビュ
ー画像とを使用して、最後に撮影された画像の縮小画像に続いて今回の撮影画像の縮小画
像が追加される様子をアニメーションで表示するためのアニメーション動画を作成する動
画作成手段と、静止画又は動画を表示する表示手段と、前記表示手段に前記撮影手段によ
って動画撮影されたライブビュー画像を表示させるとともに、本撮影が実施される毎に前
記動画作成手段によって作成されたアニメーション動画を表示させる表示制御手段と、を
備え、
　前記動画作成手段は、前記ライブビュー画像を前記アニメーション動画の背景画像とし
て使用し、前記表示手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域のうちの１コマ
目からＮ－１コマ目の表示領域に過去に撮影された画像の縮小画像を表示させ、今回の撮
影画像を徐々に縮小及び移動させて前記Ｎコマ目の表示領域に嵌め込むアニメーション動
画を作成することを特徴としている。
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【００１６】
　請求項１に係る発明は、アニメーション動画の背景画像に今回の撮影画像を使用するよ
うにしたが、請求項２に係る発明は、アニメーション動画の背景画像にライブビュー画像
を使用する点で相違する。
【００１７】
　請求項３に示すように請求項１又は２に記載の撮像装置において、前記画像抽出手段は
、前記記録媒体に記録された過去の画像を複数のグループに分類する分類手段を含み、前
記記録媒体に記録された画像のうちの今回の撮影時に設定されたグループと同一グループ
に属する画像の中から最新の所定枚数の画像を抽出することを特徴としている。
【００１８】
　撮影時に設定されたグループとしては、人物、風景等の撮影シーン毎に分類されるグル
ープ、撮影場所毎に分類されるグループ、撮影年月日で分類されるグループ等が考えられ
る。そして、前記画像抽出手段は、今回の撮影画像が属するグループと同一グループに属
する画像の中から最新の所定枚数の画像を抽出するようにしている。これにより、今回の
撮影画像と過去に撮影された最新の同一グループの画像との対比が可能になる。
【００１９】
　請求項４に示すように請求項１から３のいずれかに記載の撮像装置において、前記表示
制御手段は、前記ライブビュー画像の表示とアニメーション動画の表示との間に、今回の
撮影画像を一定時間表示させることを特徴としている。これにより、アニメーション動画
の表示前に撮影画像の確認も可能になる。
【００２０】
　請求項５に示すように請求項１から４のいずれかに記載の撮像装置において、前記画像
抽出手段は、前記記録媒体から過去に撮影されたＮコマ分の画像を抽出し、前記動画作成
手段は、前記表示手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域に前記抽出された
Ｎコマ分の画像の縮小画像を表示させ、その後、Ｎコマ目の表示領域を空けるための１コ
マ分だけ縮小画像を移動させるアニメーション動画を作成することを特徴としている。即
ち、過去に撮影されたＮコマ分の画像の縮小画像が、前記表示手段のＮコマ分の表示領域
に表示されているため、このままでは今回の撮影画像を縮小画像の表示領域に追加するこ
とができない。そこで、１コマ分だけ縮小画像を移動させるアニメーション動画を作成し
、Ｎコマ目の表示領域を空け、ここに今回の撮影画像の縮小画像を追加できるようにして
いる。
【００２１】
　請求項６に示すように請求項１から５のいずれかに記載の撮像装置において、前記画像
抽出手段は、前記記録媒体から過去に撮影されたＮコマ分の画像を抽出することができな
い場合にはＮコマ未満の画像を抽出し、前記動画作成手段は、前記表示手段の予め設定さ
れたＮコマ分の縮小画像の表示領域に前記抽出されたＮコマ未満の画像の縮小画像を表示
させるとともに、前記表示された縮小画像のうちの最後の縮小画像が表示された表示領域
の次の表示領域に、今回の撮影画像を徐々に縮小及び移動させながら嵌め込むアニメーシ
ョン動画を作成することを特徴としている。
【００２２】
　即ち、予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域に、今回の撮影画像の縮小画像を
挿入する空き領域がある場合には、最後の縮小画像が表示された表示領域の次の表示領域
に今回の撮影画像を徐々に縮小及び移動させながら嵌め込むアニメーション動画を作成す
るようにしている。
【００２３】
　請求項７に示すように請求項１から６のいずれかに記載の撮像装置において、前記表示
制御手段は、前記表示手段にライブビュー画像を表示させるとともに、前記画像抽出手段
によって抽出された所定枚数の画像の縮小画像を、前記表示手段の予め設定されたＮコマ
分の縮小画像の表示領域に表示させることを特徴としている。
【００２４】
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　これにより、過去に撮影した画像の縮小画像を見ながら構図や主要被写体を決めること
ができる。
【００２５】
　請求項８に示すように請求項１から７のいずれかに記載の撮像装置において、前記表示
手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域は、前記ライブビュー画像が表示さ
れる表示領域の一部と重複し、前記Ｎコマ分の縮小画像は、前記ライブビュー画像上に重
畳表示されることを特徴としている。
【００２６】
　請求項９に係る撮影画像表示制御方法は、動画撮影を行うとともに、撮影された動画を
ライブビュー画像として表示手段に表示する工程と、前記ライブビュー画像の表示中にシ
ャッターボタンによる撮影指示を入力すると、静止画の本撮影を行う工程と、前記本撮影
された今回の撮影画像を記録媒体に記録する工程と、前記記録媒体から過去に撮影された
所定枚数の画像を抽出する工程と、前記本撮影された今回の撮影画像と、前記抽出された
所定枚数の画像の縮小画像とを使用して、最後に撮影された画像の縮小画像に続いて今回
の撮影画像の縮小画像が追加される様子をアニメーションで表示するためのアニメーショ
ン動画を作成する工程と、本撮影が実施される毎に前記表示手段に表示されているライブ
ビュー画像に代えて前記作成されたアニメーション動画を表示する工程と、を含み、前記
動画を作成する工程は、前記本撮影された今回の撮影画像を前記アニメーション動画の背
景画像として使用し、前記表示手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域のう
ちの１コマ目からＮ－１コマ目の表示領域に過去に撮影された画像の縮小画像を表示させ
、今回の撮影画像を徐々に縮小及び移動させて前記Ｎコマ目の表示領域に嵌め込むアニメ
ーション動画を作成することを特徴としている。
【００２７】
　請求項１０に係る撮影画像表示制御方法は、動画撮影を行うとともに、撮影された動画
をライブビュー画像として表示手段に表示する工程と、前記ライブビュー画像の表示中に
シャッターボタンによる撮影指示を入力すると、静止画の本撮影を行う工程と、前記本撮
影された今回の撮影画像を記録媒体に記録する工程と、前記記録媒体から過去に撮影され
た所定枚数の画像を抽出する工程と、前記本撮影された今回の撮影画像と、前記抽出され
た所定枚数の画像の縮小画像と、前記ライブビュー画像とを使用して、最後に撮影された
画像の縮小画像に続いて今回の撮影画像の縮小画像が追加される様子をアニメーションで
表示するためのアニメーション動画を作成する工程と、本撮影が実施される毎に前記表示
手段に表示されているライブビュー画像に代えて前記作成されたアニメーション動画を表
示する工程と、を含み、前記動画を作成する工程は、前記ライブビュー画像を前記アニメ
ーション動画の背景画像として使用し、前記表示手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画
像の表示領域のうちの１コマ目からＮ－１コマ目の表示領域に過去に撮影された画像の縮
小画像を表示させ、今回の撮影画像を徐々に縮小及び移動させながらＮコマ目の表示領域
に嵌め込むアニメーション動画を作成することを特徴としている。
【００２８】
　請求項１１に示すように請求項９又は１０に記載の撮影画像表示制御方法において、前
記画像を抽出する工程は、前記記録媒体に記録された過去の画像を複数のグループに分類
する工程を含み、前記記録媒体に記録された画像のうちの今回の撮影時に設定されたグル
ープと同一グループに属する画像の中から最新の所定枚数の画像を抽出することを特徴と
している。
【００２９】
　請求項１２に示すように請求項９から１１のいずれかに記載の撮影画像表示制御方法に
おいて、前記ライブビュー画像の表示とアニメーション動画の表示との間に、今回の撮影
画像を一定時間表示させる工程を含むことを特徴としている。
【００３０】
　請求項１３に示すように請求項９から１２のいずれかに記載の撮影画像表示制御方法に
おいて、前記画像を抽出する工程は、前記記録媒体から過去に撮影されたＮコマ分の画像
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を抽出し、前記動画を作成する工程は、前記表示手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画
像の表示領域に前記抽出されたＮコマ分の画像の縮小画像を表示させ、その後、Ｎコマ目
の表示領域を空けるための１コマ分だけ縮小画像を移動させるアニメーション動画を作成
することを特徴としている。
【００３１】
　請求項１４に示すように請求項９から１３のいずれかに記載の撮影画像表示制御方法に
おいて、前記画像を抽出する工程は、前記記録媒体から過去に撮影されたＮコマ分の画像
を抽出することができない場合にはＮコマ未満の画像を抽出し、前記動画を作成する工程
は、前記表示手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域に前記抽出されたＮコ
マ未満の画像の縮小画像を表示させるとともに、前記表示された縮小画像のうちの最後の
縮小画像が表示された表示領域の次の表示領域に、今回の撮影画像を徐々に縮小及び移動
させながら嵌め込むアニメーション動画を作成することを特徴としている。
【００３２】
　請求項１５に示すように請求項９から１４のいずれかに記載の撮影画像表示制御方法に
おいて、前記表示手段にライブビュー画像を表示させるとともに、前記抽出された所定枚
数の画像の縮小画像を、前記表示手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域に
表示させることを特徴としている。
【００３３】
　請求項１６に示すように請求項９から１５のいずれかに記載の撮影画像表示制御方法に
おいて、前記表示手段の予め設定されたＮコマ分の縮小画像の表示領域は、前記ライブビ
ュー画像が表示される表示領域の一部と重複し、前記Ｎコマ分の縮小画像は、前記ライブ
ビュー画像上に重畳表示されることを特徴としている。
【発明の効果】
【００３４】
　本発明によれば、通常はライブビュー画像を表示しているが、本撮影が実施される毎に
、前記ライブビュー画像に代えて正常に画像が撮影され、その撮影画像が保存されたこと
をユーザが直感的に理解できるアニメーション動画を表示するようにしたため、ユーザは
、特別なカメラ操作を行うことなく、確実に撮影が完了し、正常に撮影画像が保存できた
ことを容易に確認することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　以下、添付図面に従って本発明に係る撮像装置及び撮影画像表示制御方法の好ましい実
施の形態について説明する。
【００３６】
　＜撮像装置＞
　図１は本発明に係る撮像装置の実施の形態を示す要部ブロック図である。
【００３７】
　この撮像装置１は、主として撮像部１０と、画像記録部１２と、操作入力部１４と、通
信部１６と、表示部１８と、画像効果制御部２０と、表示制御部２２と、中央処理装置（
ＣＰＵ）２４とによって構成されている。
【００３８】
　撮像部１０は、外部から入射する光学像をレンズ、撮像素子等を用いて画像信号に変換
して出力する。必要に応じて、低照度時などに補助光として用いるフラッシュもしくは照
明手段を持っていても良い。
【００３９】
　また、撮像部１０は、信号処理部を含むように構成してもよい。信号処理部での信号処
理は、操作者の要求する出力画像信号形態により異なる。撮影モードに応じて、オフセッ
ト補正処理、ホワイトバランス処理、カラーマトリクス処理、階調変換処理、輪郭強調処
理、そして圧縮処理等を前記画像信号に対して行う。撮影モードとは、静止画撮影モード
、動画撮影モード、これらの撮影準備段階のライブビュー画像表示モードである。更に、
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静止画撮影モードは、圧縮記録モード、非圧縮記録モードに分かれ、非圧縮記録モードは
RAW画像記録モードと、非圧縮画像フォーマット記録モードにさらに分かれる。
【００４０】
　詳細を後述するライブビュー画像表示モードは、撮像部１０を連続出画動作させ、出画
された連続画像を信号処理部で信号処理し、表示部１８の表示形態に合わせた出力形式で
出力する。これにより、表示部１８にライブビュー画像が連続表示される。
【００４１】
　画像記録部１２は、入力された撮影画像を記録する。記録する媒体は、内蔵記録媒体、
あるいはメモリカードのような外部記憶媒体のどちらでも良いし、両方存在しても良い。
画像だけでなく、入力された、あるいは生成された情報（データ）も記録可能である。ま
た、画像記録部１２は、撮影画像の記録だけでなく読み出しも可能であり、ここから読み
出された画像を、ＣＰＵ２４経由で通信部１６から送信することや、表示部１８に表示す
ることも可能である。
【００４２】
　操作入力部１４は、撮像装置１を操作する電源スイッチや、シャッターボタン、撮影モ
ードと再生モードとを切り替えるモード切替えスイッチ、人物、風景、夜景等の各シーン
に対応する撮影モードを選択するシーン選択スイッチ、ズームスイッチ、マルチファンク
ションの十字キー等の操作スイッチで構成されている。ユーザは、操作入力部１４から撮
像装置１に指示を与えることで、撮像装置１を操作することが可能になる。
【００４３】
　通信部１６は、撮像装置１が外部と通信するための手段である。通信方式として、有線
通信、無線通信、光通信などを必要に応じて使用することが出来る。また通信プロトコル
も必要に応じて選択可能である。通信部は外部に情報を送信できる他、外部からの情報を
受信することが出来る。
【００４４】
　表示部１８は、撮像装置１の背面に設けられた液晶、有機ＥＬ等の表示部であり、静止
画又は動画を表示する。即ち、撮像装置１が撮影モードであり、且つ静止画撮影モードに
設定されると、通常は連続撮影された動画（ライブビュー画像）を表示し、シャッターボ
タンの操作による静止画が撮影される毎に撮影画像（静止画）の表示、及び本発明に係る
アニメーション動画の表示を行う。また、動画撮影モード時にはライブビュー画像を表示
する。
【００４５】
　一方、再生モードに設定されると、コマ送り操作等によって選択された画像が、静止画
か動画かに応じて静止画又は動画を表示する。
【００４６】
　画像効果制御部２０は、ライブビュー画像又は撮影画像（ポスビュー画像）に、画像記
録部１２に記録された最新の４コマ分の画像の縮小画像（サムネイル画像）を重畳表示さ
せるための機能と、前記撮影画像と４コマ分の縮小画像とを動画作成の素材として使用し
、本発明に係るアニメーション動画を作成する機能（動画作成機能）とを備えている。尚
、画像効果制御部２０の詳細、及び動画作成機能によって作成されたアニメーション動画
の詳細については後述する。
【００４７】
　画像表示制御部２２は、上記表示部１８に表示させるライブビュー画像、ポストビュー
画像、アニメーション動画等の切り替えを含む表示制御を行う。
【００４８】
　ＣＰＵ２４は、操作入力部１４あるいは通信部１６からの操作者の指示により各部を統
括制御する。尚、前記画像効果制御部２０及び表示制御部２２の機能の一部、又は全部を
ＣＰＵ２４のソフトウエア処理によって実現するようにしてもよい。
【００４９】
　＜画像効果制御部＞
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　図２は画像効果制御部２０の実施の形態を示す機能ブロック図である。
【００５０】
　図２に示すように、画像バス及びＣＰＵバスが、本制御部２０と接続され、画像効果制
御部２０は、このバスを介して画像記録部１２から最新の４コマの画像を取得したり、撮
影直後の記録前の撮影画像を取得できるようになっている。
【００５１】
　即ち、画像効果制御部２０は、主として縮小画像生成部２０ａ，画像合成部２０ｂ，最
終撮影画像判断部２０ｃ，表示用画像制御部２０ｄ，最終縮小画像挿入判断部２０ｅ，最
終縮小画像挿入制御部２０ｆ，及び作業用のメモリ２０ｇから構成されている。
【００５２】
　縮小画像生成部２０ａは、これから撮影しようとする画像のグループ（撮影時に設定さ
れたグループ）と同一グループに属する画像から所定枚数（この実施の形態では、４枚）
の最新の画像を取り込み、その画像の縮小画像を作成する。尚、同一グループに属する画
像が４枚未満の場合には、その４枚未満の画像を取り込み、その画像の縮小画像を作成す
る。また、画像ファイルに縮小画像（サムネイル画像）が含まれている場合には、縮小画
像を作成せずにサムネイル画像を抽出する。
【００５３】
　ここで、撮影時に設定されたグループとしては、人物、風景等の撮影シーン毎に分類可
能なグループ、ＧＰＳ情報に基づいて撮影場所毎に分類可能なグループ、撮影年月日で分
類可能なグループ、ユーザが予め指定した画像記録部１２内のフォルダ（撮影者別の画像
ファイルが格納されるフォルダ、撮影対象別（花、子供、ペット等）の画像が格納される
フォルダ）に対応するグループ等が考えられる。前記グループの情報は、画像ファイルに
付属する付属情報から取得することができる。
【００５４】
　図３は画像記録部１２内の画像をグループ別の画像に分類した様子を示す図表である。
同図に示すように、例えば、グループＡには、画像Ａ１,Ａ２，Ａ３，…，Ａｎが含まれ
ている。尚、１つの画像が複数のグループに属する場合もある。
【００５５】
　いま、グループＡに含まれる画像Ａ１,Ａ２，Ａ３，…，Ａｎが撮影日時の古い順に整
列されているとすると、縮小画像生成部２０ａは、撮影時にグループＡが設定されると、
画像
Ａｎ－３，Ａｎ－２，Ａｎ－１，Ａｎの縮小画像を生成又は抽出する。
【００５６】
　画像合成部２０ｂは、ライブビュー画像又は撮影画像と、縮小画像生成部２０ａによっ
て生成された縮小画像とを合成する。
【００５７】
　最終撮影画像判断部２０ｃは、本撮影後（前でも可能）、同一グループ内で最後に撮影
された画像を判別する。上記の例では、画像Ａｎを最後の画像として判別する。最終縮小
画像挿入判断部２０ｅは、過去に撮影された最後の画像（画像Ａｎ）の縮小画像に対し、
特定の位置に新たに撮影された撮影画像の縮小画像を表示する領域があるかどうかを判断
する。
【００５８】
　即ち、表示部１８の画面には、４コマ分の縮小画像を一列に表示する表示領域が設けら
れており（図６（Ｃ）参照）、最終縮小画像挿入判断部２０ｅは、同一グループ内に４コ
マ以上の画像が属する場合には、新たに撮影された撮影画像の縮小画像を表示する領域が
ないと判断し、同一グループ内に４コマ未満の画像が属する場合には、新たに撮影された
撮影画像の縮小画像を表示する領域があると判断する。
【００５９】
　図４は、同一グループに属する画像のコマ数Ｎと、４コマ分の縮小画像の表示領域Ｐ１

,Ｐ２,Ｐ３,Ｐ４に挿入される画像又は空き領域との関係を示している。
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【００６０】
　図４（Ｅ）に示すように同一グループに属する画像のコマ数Ｎが４以上（Ｎ≧４）の場
合には、表示領域Ｐ１～Ｐ４には、それぞれ画像Ａｎ－３，Ａｎ－２，Ａｎ－１，Ａｎの
縮小画像を配置することができ、空き領域は存在せず、同一グループに属する画像のコマ
数Ｎが４未満（Ｎ＜４）の場合には、空き領域が存在する。
【００６１】
　最終縮小画像挿入制御部２ｅは、新たに撮影が行われると、表示領域Ｐ１～Ｐ４に空き
領域がある場合には、撮影画像を徐々に縮小させるとともに、縮小位置を移動させながら
最後の縮小画像に続く空き領域に挿入する第１のアニメーション動画を作成する。一方、
表示領域Ｐ１～Ｐ４に空き領域がない場合には、表示領域Ｐ４を空けるために１コマ分だ
け一列の縮小画像を移動させる第２のアニメーション動画を作成する。
【００６２】
　表示用画像制御部２０ｄは、画像合成部２０ｂにより合成された画像を表示部１８に表
示させるとともに、最終縮小画像挿入制御部２ｆによって作成された第１のアニメーショ
ン動画、又は第１のアニメーション動画と第２のアニメーション動画を表示部１８に表示
させる。
【００６３】
　＜第１の実施の形態＞
　図５は本発明に係る撮影画像表示制御方法の第１の実施の形態を示すフローチャートで
あり、図６は第１の実施の形態によって表示部１８に表示される画像の遷移を示す図であ
る。
【００６４】
　図５に示すように、静止画撮影モードによる撮影が行われる場合には、これから撮影し
ようとする画像のグループと同一グループに属する画像からＮコマ（この実施の形態では
、４コマ）の最新の画像を取得する（ステップＳ１０）。
【００６５】
　また、動画撮影を実施してライブビュー画像を取得し（ステップＳ１２）、このライブ
ビュー画像を表示部１８に表示する（ステップＳ１４、図６（Ａ））。
【００６６】
　ライブビュー画像の表示中に撮影を終了させる指示入力（電源オフ、再生モードへの切
り替え入力等）があったか否かを判別し（ステップＳ１６）、撮影を終了させる指示入力
があると、この静止画撮影モードの処理が終了する。
【００６７】
　撮影を終了させる指示入力がない場合には、続いて撮影の指示入力（シャッターボタン
の全押し）があったか否かを判別する（ステップＳ１８）。
【００６８】
　撮影の指示入力がない場合には、ステップＳ２０に遷移し、ここで、グループの変更が
あったか否かを判別する。例えば、人物、風景等の撮影シーンや、撮影日ごとにグループ
分けされる場合には、撮影シーンを切り替えるシーン選択が行われた場合、あるいは日付
が切り替わった場合にグループが変更されたと判別される。グループが変更されたと判別
されると、ステップＳ１０に遷移し、グループが変更されていないと判別されると、ステ
ップＳ１２に遷移する。
【００６９】
　一方、ステップＳ１８において、撮影の指示入力があったと判別されると、静止画の撮
影を行い、撮影した画像の各種の信号処理を行ったのち画像記録部１２に記録する撮影処
理が行われる（ステップＳ２２）。
【００７０】
　また、上記撮影処理と並行して処理後の撮影画像を表示部１８の画面全面に表示させる
（ステップＳ２４、図６（Ｂ））。撮影画像は、ポスビュー画像として所定時間（例えば
、１秒程度）表示される。



(13) JP 2009-225280 A 2009.10.1

10

20

30

40

50

【００７１】
　ポスビュー画像の表示後、続いて撮影画像に、ステップＳ１０で取得した縮小画像を重
畳して縦一列に表示させる（ステップＳ２６、図６（Ｃ））。
【００７２】
　次に、ステップＳ１０で取得した縮小画像のコマ数がＮコマ未満か否かを判別する（ス
テップＳ３０）。取得した縮小画像のコマ数がＮコマ未満の場合には、図４で説明したよ
うに縮小画像の表示領域に空き領域があるため、縮小画像の列の最後に撮影画像を徐々に
縮小させるとともに、縮小位置を移動させながら嵌め込むアニメーション動画（第１のア
ニメーション動画）を表示する（ステップＳ３０、図６（Ｃ））。
【００７３】
　一方、取得した縮小画像のコマ数がＮコマ以上の場合には、図４で説明したように縮小
画像の表示領域に空き領域がないため、縮小画像の列を１コマ分だけ表示中の最も古い画
像が消えるように移動させるアニメーション動画（第２のアニメーション動画）を表示さ
せ（ステップＳ３２）、その後、ステップＳ３０に遷移して第１のアニメーション動画を
表示させる。
【００７４】
　ステップＳ３０での第１のアニメーション動画の表示が終了（過去の縮小画像に追加す
る表示が終了）すると、ステップＳ１２に戻り、再びライブビュー画像の表示が行われ、
次の撮影が可能になる。
【００７５】
　尚、図５のステップＳ２４は省略してもよい。この場合には、図６（Ｂ）の撮影画像（
ポスビュー画像）の表示は行われない。ただし、図６（Ｃ）に示すようにアニメーション
動画の背景画像には、撮影画像が表示されているため、ここで撮影画像の確認ができる。
【００７６】
　このように静止画の撮影が行われる毎に、ライブビュー画像に代えて撮影画像と過去の
画像の縮小画像の合成表示、及び新たに撮影された画像を過去の縮小画像に追加するアニ
メーション動画の表示が行われるため、正常に画像が撮影され、その撮影画像が保存され
たことをユーザが直感的に理解することができる。
【００７７】
　図７は撮影画像（ポスビュー画像）の表示からアニメーション動画の表示が終了するま
での表示画像の画面遷移を示す図である。
【００７８】
　図７（Ａ）に示すように撮影画像の表示が行われた後、その撮影画像に過去の縮小画像
の重畳表示が行われる（同図（Ｂ）。続いて、縮小画像の表示表域に空き領域を確保する
ために一列の縮小画像を１コマ分だけスクロールさせる第２のアニメーション動画が表示
される（同図（Ｃ））。
【００７９】
　次に、図６（Ｄ）～図６（Ｈ）に示すように、撮影画像を徐々に縮小させるとともに、
縮小位置を移動させ、確保した空き領域に新たに撮影された画像の縮小画像を嵌め込む第
１のアニメーション動画が表示される。
【００８０】
　尚、この実施の形態では、第２のアニメーション動画の表示後に、第１のアニメーショ
ン動画を表示するようにしたが、同時に表示するようにしてもよい。また、前述したよう
に、過去の縮小画像がＮ未満の場合には、図７（Ｃ）に示した第１のアニメーション動画
の表示は行われない。
【００８１】
　＜第２の実施の形態＞
　図８は本発明に係る撮影画像表示制御方法の第２の実施の形態を示すフローチャートで
ある。尚、図５に示した第１の実施の形態と共通するステップには同一のステップ番号を
付し、その詳細な説明は省略する。
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【００８２】
　図８に示す第２の実施の形態は、図５に示した第１の実施の形態のステップＳ２６の処
理に代えて、ステップＳ４０、ステップＳ４２の処理が行われ、また、ステップＳ５０、
ステップＳ５２の処理が追加されている点で、第１の実施の形態と相違する。
【００８３】
　即ち、第１の実施の形態では、ポスビュー画像の表示後にアニメーション動画を表示す
る際に、アニメーション動画の背景画像として撮影画像が使用されているが、第２の実施
の形態では、アニメーション動画の背景画像としてライブビュー画像を使用する点で相違
する。
【００８４】
　図８に示すように、ステップＳ２４のポスビュー画像の表示が終了すると、ライブビュ
ー画像の取得を開始する（ステップＳ４０）。続いて、ライブビュー画像に、ステップＳ
１０で取得した縮小画像を重畳して縦一列に表示させる（ステップＳ４２）。
【００８５】
　また、ステップＳ５０では、縮小画像の列の最後に撮影画像を徐々に縮小させるととも
に、縮小位置を移動させながら嵌め込むアニメーション動画が終了したか否かを判別し、
終了していない場合には、ステップＳ４０に遷移してライブビュー画像を取得する。これ
により、アニメーション動画の背景画像をライブビュー画像にしている。
【００８６】
　一方、ステップＳ５２では、縮小画像の列を１コマ分だけ表示中の最も古い画像が消え
るように移動させるアニメーション動画が終了したか否かを判別し、終了していない場合
には、ステップＳ４０に遷移してライブビュー画像を取得する。これにより、上記と同様
にアニメーション動画の背景画像をライブビュー画像にしている。
【００８７】
　＜第３の実施の形態＞
　図９は本発明に係る撮影画像表示制御方法の第３の実施の形態を示すフローチャートで
あり、図１０は第３の実施の形態によって表示部１８に表示される画像の遷移を示す図で
ある。尚、図５に示した第１の実施の形態と共通するステップには同一のステップ番号を
付し、その詳細な説明は省略する。
【００８８】
　図９に示す第３の実施の形態は、図５に示した第１の実施の形態のステップＳ１４の処
理に代えて、ステップＳ６０の処理が行われる点で、第１の実施の形態と相違する。
【００８９】
　即ち、第１の実施の形態のステップＳ１４では、ライブビュー画像のみを表示部１８に
表示しているが（図６（Ａ））、第３の実施の形態のステップＳ６０では、ステップＳ１
０で取得したＮコマの縮小画像を、ライブビュー画像に重畳して表示するようにしている
（図１０（Ａ））。
【００９０】
　これにより、ユーザは過去に撮影した画像の縮小画像を見ながら構図や主要被写体を決
めることができる。
【００９１】
　＜第４の実施の形態＞
　図１１は本発明に係る撮影画像表示制御方法の第４の実施の形態を示すフローチャート
である。尚、図９に示した第３の実施の形態と共通するステップには同一のステップ番号
を付し、その詳細な説明は省略する。
【００９２】
　図１１に示す第４の実施の形態は、図９に示した第３の実施の形態に対して、ステップ
Ｓ７０、ステップＳ７２の処理が追加されている点で相違する。
【００９３】
　即ち、第３の実施の形態では、Ｎコマの縮小画像をライブビュー画像に重畳して表示す
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るようにしているが、第４の実施の形態では、ステップＳ７０において、自動焦点調節（
ＡＦ）、自動露出（ＡＥ）等の撮影準備動作を指示するシャッターボタンの半押し（Ｓ１
がＯＮ）がされているか否かを判別し、Ｓ１がＯＮの場合には、縮小画像の重畳表示を禁
止し、ライブビュー画像のみを表示するようにしている（ステップＳ７２）。
【００９４】
　これにより、撮影範囲の一部が縮小画像によって覆われることがなく、撮影直前に撮影
範囲の全体を確認することができる。
【００９５】
　＜その他の実施の形態＞
　この実施の形態では、表示部１８の画面に、縦一列に縮小画像を表示するようにしたが
、横一列に縮小画像を表示するようにしてもよく、また、列数及び縮小画像のコマ数もこ
の実施の形態に限らない。
【００９６】
　また、表示部１８の画面がワイド画面の場合には、ライブビュー画像やポスビュー画像
を表示する表示領域と、複数コマの縮小画像を表示する表示領域とを区分し、ライブビュ
ー画像等に縮小画像が重畳表示されないようにしてもよい。
【００９７】
　更に、この実施の形態では、Ｎコマ分の縮小画像の表示領域に対して、Ｎコマ以上の過
去の画像がある場合には、Ｎコマの過去の画像の縮小画像を表示し、新たに画像が撮影さ
れると、新たな画像の縮小画像を追加できるように、過去の縮小画像を移動させて１コマ
分だけ縮小画像の表示領域を空けるようにしたが、これに限らず、予めＮ－１コマ分の過
去の縮小画像を表示し、１コマ分だけ縮小領域の表示領域を空けておいてもよい。
【００９８】
　また、フラッシュを発光させずに撮影感度を上げて撮影する高感度撮影と、フラッシュ
を発光させて撮影するフラッシュ撮影とを、１回の撮影指示入力によって行う高感度２枚
撮りの撮影モードが設定された場合には、フラッシュ非発光／発光で連続撮影された２枚
の撮影画像を、過去の縮小画像の後に順番に追加するアニメーション動画を表示させる。
尚、複数の画像を連続撮影する連写モードが設定された場合も、過去の縮小画像の後に順
番に追加するアニメーション動画を表示させる。
【００９９】
　更に、本発明は、以上の例には限定されず、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、
各種の改良や変形を行ってもよいことは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【０１００】
【図１】図１は本発明に係る撮像装置の実施の形態を示す要部ブロック図である。
【図２】図２は画像効果制御部の実施の形態を示す機能ブロック図である。
【図３】図３は画像記録部内の画像をグループ別の画像に分類した様子を示す図表である
。
【図４】図４は同一グループに属する画像のコマ数Ｎと、４コマ分の縮小画像の表示領域
Ｐ１,Ｐ２,Ｐ３,Ｐ４に挿入される画像又は空き領域との関係を示す図である。
【図５】図５は本発明に係る撮影画像表示制御方法の第１の実施の形態を示すフローチャ
ートである。
【図６】図６は第１の実施の形態によって表示部に表示される画像の遷移を示す図である
。
【図７】図７は第１の実施の形態によって表示部に表示される画像の遷移を更に詳細に示
す図である。
【図８】図８は本発明に係る撮影画像表示制御方法の第２の実施の形態を示すフローチャ
ートである。
【図９】図９は本発明に係る撮影画像表示制御方法の第３の実施の形態を示すフローチャ
ートである。
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【図１０】図１０は第３の実施の形態によって表示部に表示される画像の遷移を示す図で
ある。
【図１１】図１１は本発明に係る撮影画像表示制御方法の第４の実施の形態を示すフロー
チャートである。
【符号の説明】
【０１０１】
　１…撮像装置、１０…撮像部、（デジタルカメラ）、１２…画像記録部、１８…表示部
、２０…画像効果制御部、２２…表示制御部、２４…中央処理装置（ＣＰＵ）

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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